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本報告は従来ほとんど学術的関心の対象とならなかった日朝貿易の展開過程を分析

し、日韓国交正常化交渉のさなかの 1960 年代前半に、むしろ日朝貿易の制限緩和（直

接輸送と直接決済の実現）が進んだ要因を明らかにする。先行研究では、日本政府と経

済界とのせめぎ合いのなかで、日朝貿易は漸進的・事後承認的に制度化されたといわれ

る。本報告はこれまで単一アクターとして仮定されてきた日本政府内の省庁間対立に注

目し、通産省や大蔵省が日朝貿易の制度化に大きな役割を果たしたと主張する。すなわ

ち、戦後日本の朝鮮半島政策には、同じ資本主義陣営の韓国を優先しようとする外務省

の「冷戦の論理」だけでなく、北朝鮮との経済関係の拡大を模索する通産省、大蔵省、

経済界の「経済の論理」が存在した。そして、日韓会談の停滞を直接の契機として、日

本政府内では「冷戦の論理」よりも「経済の論理」が優勢となった。それゆえ、日朝貿

易は東アジア冷戦下においても発展し続けた。 

 


